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つ
の

が
.
経

営
者

保
険

で
す
。

経
営

者
は
、
従

業
員

に
対

す
る
責
任

と
と

も
に
.
株

主
、
取

引
銀
行

、
取

引
関

連
企

業
.
お

よ
び

消

費
者
な

ど
に
多

く
の
責
任

が
あ

り
ま
す
.
特

に
、
中
小
企

業
で

は
経

営
者
の
手
腕

や
信
用

が
企
業

を
支

え

て
い

ま
す
。

例
え
ば

、
経

営
者

が
死

亡
し
た
場

合
、

銀
行

や
取

引
先
な

ど
に
対
す

る
信

用
の
減

少
が

生

じ
、
ひ

い
て
は
そ
れ

が
経

営
資
金

の
不
足

と
い

う
事

態
を
生

じ
か
ね

ま
せ

ん
。
そ

こ
で
、
企
業

の
安
定

成

長
を
支

え
る
た

め
に
経
営

者
の
保
障

を
準
備

し
て
お

く
必

要
が

あ
り
ま
す
。
経

営
者

自
身
が

、
自
分

の
身

体
だ

け
で

な
く
、

個
人

の
財
産

を
も
投

入
し
て
経

営
に
専

念
し
て

い
る
事

が
数
多

く
あ

り
ま
す
。

し
た

が
っ
て
、
個

人
的
財
産

は
自
社

株
、
不
動
産

と
い

っ
た

も
の
が
大

半
で
あ

り
、
名
実

と
も
に
企
業

と
運

命

共
同
体

の
関
係

に
あ

る
と
思

い
ま
す
。

そ
こ
で

、
「
家
族

の
生
活

保
障

の
た
め

に
・

自
分

自
身
の
老
後

生

活
の
た

め
に
・

相
続

対
策

の
た

め
」

に
、
個

人
と

し
て

の
保

障
も
準
備

し
て

お
く
必

要
が

あ
り
ま
す

。

金
融
機

関
、
取

引
先

か
ら
借

入
金

の
返
済

を
迫

ら
れ

る
、

取
引
先

か
ら
賞
掛

金
、

支
払

手
形

の
返

済
	
V

を
迫

ら
れ

る
.
金

融
機

関
か

ら
の
新

規
借

入
が

ス
ム
ー

ズ
に
運

ば
な

い
、

従
業

員
が
動
揺

す
る
な

ど
で

す
。

こ
れ

ら
の
損

失
を
補

て
ん
す

る
と
い

う
面

か
ら
も
経

営
者
の
保

障
は
、

企
業

の
安

定
と
結

び
つ

く

と
言

え
ま
す
。
ま
た
、
経

営
者
保

険
は
支
払

っ
た
保
険

料
が
保

険
種

類
に

よ
っ
て

は
損

金
に
算

入
で

き
、

会
社

の
継

続
的

な
安
定

運
営

の
た

め
に
必

要
な
経

費
と

し
て
、

事
前

に
合
理

的
に
準

備
す

る
こ
と
が

で

き
ま
す
。
そ

の
他

、
会
社

に
か

け
る
事

業
保

険
も
あ

り
、
退

職
金

制
度
や

年
金

制
度

な
ど
も
企

業
に

と
っ

て
お

力
に
な
れ

る
と
思

い
ま
す
。

次
に
、

自
動
車
の
運
転

に
関
す

る
お
話

を
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
皆
様

は
車
の
運
転
免
許

を
と
ら
れ

て
も
う
何
十
年

と
な
る

と
思

い
ま
す
が
、
ふ

と
し
た
気
の
緩
み
で
大

き
な
事
故

を
起

こ
し
て

し
ま

う
|
」

能
性
が

あ
り
ま
す
。

保
険

の
話
か

ら
は
少

し
は
な
れ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
安

全
運
転

に
つ

い
て
少

し
お

話
し
し
た
い

と
思

い
ま
す
。
酒

に
強

い
人
は
、
少

し
く
ら
い
な

ら
車
の
運
転

に
支

障
は
な

い
と
車
を
運

転
し
た

り
し
ま
す
が
、
本
人
が
気
が
つ
か
な

く
て

も
、
飲
酒

に
よ

り
認
知
や
運
動

の
能

力
が
落

ち
る

こ

と
が
科
学
的

に
証
明

さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
酒
が
入

る
と
大
抵

の
人
は
気
が
大

き
く
な

り
、

ス
ピ
ー

ド
を
出

し
す

ぎ
て

し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
の
た
め
、
飲
酒
運
転

に
よ
っ
て
交
通
事
故

の
発
生
率

は
高

く	
	
V

な
り
、
お
き
る
事

故
は
重
大
化

し
て

し
ま

う
の
で
す
。

飲
酒
運
転

に
対
す

る
罰
則
、
道
路

交
通
法

6
5
条

1
項

は
1
何
人

も
酒
気

を
お
び
て
車
や
バ
イ

ク
な

ど

を
運
転

し
て
は
な

ら
な

い
|
と

規
定

し
、
「
車

両
等

を
運
転

し
た

も
の
は
、
3
年

以
下
の
懲
役

ま
た
は

5
0

～
3
0
万

円
以
下
の
罰
金

に
処
す

る
」

と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
は
、
そ
れ
だ

け
で
運
転

免
許

取
り
消

し
の
対
象

に
な

り
ま
す
。

そ
の

う
え
、
速
度
違

反
や
信
号

無
視
が

あ
れ
ば
、
更

に
重

く
処
罰

さ

れ
ま
す
。
大

き
な
事
故

を
起

こ
せ
ば
、
実
刑

を
科
せ

ら
れ

る
こ
と
は
ほ
ぼ
確

実
で
す
。

飲
酒
運

転
は
、

そ
の
危
険
性

を
知

っ
た

1
1
で
の
行
為
で
す

の
で
、事

故
を
起

こ
し
た
場

合
は
単
な
る
過

失
と
は

言
え
ず
、

い
わ
ゆ
る

「
未
必

の
故
意

|
と

い
う
こ
と
に
な

り
、
厳
重

に
処
分

さ
れ

ま
す
。
「
木
必

の
故
意

|
と

は
犯

罪事実
の実現

は不
I
〔実 であるがそれが現

実
さ

l
l
る
か
もしれ

な い
ことを表像

し、か つ、実

現
き

1
1
る
ことを容認す

る
ことを いいます。不確定的故意

の 一つで、確定的 故意
に対 す

る

概念 です。認容す
る
こと にお

いて認識
あ る過失

と区別
され
ます 。例

えば
、 「この石 が人

|
〔

(
1
9
9
)

当
た

れ
ば

死
ん

だ
り
.
負

傷
す

る
か

も
知

れ
な

い
と
思

っ
た

が
.
そ

の
時

は
仕

方
な

い
と
考

え
て
投

げ
た

ら
、

人
に

当
た

つ
て

死
亡

ま
た

は
負

傷
さ
せ

て
し
ま

つ
た

」
と

い
う
よ

う
な

場
合

を
い

い
ま
す

。
・
方
.
1
少

し
く

ら
い
な

ら
」

と
酒

を
運

転
者

に
進

め
る

人
が

い
ま
す

が
.
道

路
交

通
法

6
5
条

2
項

で
は

「
前

項
の

規
定

に
違

反
し
て

革
な

ど
の

運
転

す
る
恐

れ
の

あ
る

者
に
対

し
て

は
.
酒

の
提

供
を

し

た
り
酒

を
す

す
め

て
は

な
ら
な

い
」

と
定

め
て

い
ま
す

。
ま
た

7
5
条

で
は

.
「

車
の
運

行
を
管

理
す

る

者
の

義
務

の
一

つ
と

し
て

酒
気

を
お

び
た

運
転

を
認

め
た

り
、

酒
酔

い
運

転
を

命
し
た

り
し
た

者
は

、

2
年

以
下
の

懲
役

ま
た

は
5
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
」

と
定

め
て

い
ま
す

。

で
は

、
運

転
手

に
酒

を
す

す
め

、
そ

れ
が

事
故

に
つ

な
が

っ
た

場
合

、
酒

を
す

す
め

た
人

の
:
1
音
償

責

任
は

ど
う
な

る
の

で
し

ょ
う
か

。
最

高
裁

は
、
「
共

同
不

法
行

為
」

に
当
た

り
損

害
賠

償
の

責
任

が
あ

る

と
し
て

い
ま
す

。

日` ′	
	

以
卜
、

車
の
運

転
に
関

す
る
お

話
を

さ
せ

て
い
た
だ

き
ま

し
た
。

こ
れ

か
ら
暑

い
時
期

が
き
て

会
社

帰
り
の

一
杯

、
そ

し
て
そ

の
ま

ま
マ

イ
カ
ー

で
帰
宅

、
さ
き

ほ
ど

お
話

し
た

よ
う
に
飲

酒
運
転

で
捕

ま
っ
て

は
、
当
然

で
す

が
保

険
で

は
カ
バ
ー

で
き

る
も
の
で

は
な

く
、

「
飲

酒
運

転
で

の
事

故
」

こ
ち

ら
も
問
題
解

決
ま
で

に
は
.
色

々
な

問
題

が
生

し
て

き
ま
す
。

保
険

の
お
話

か
ら
少

し
は
ず

れ
て

し
ま
い

ま
し
た
が

、
な
ぜ

、	
こ
の
よ

う
な
お

話
を

し
た

か
と
い

う

と
、

私
ど

も
の
代

理
店

は
保

険
販

売
や

そ
の
後

の
ア

フ
タ
ー

ケ
ア

の
他

に
、

例
え
ば

企
業

の
従

業
員
様

な
ど
を
対

象
に
.
自

動
車
事

故
を
未

然
に
防

く ・
た
め

「
自
動

車
安

全
運

転
講

習
会
」
を
開

い
て

い
ま
す
。

私
ど

も
の
サ

キ
ノ
保

険
代

理
店

は
、
社

長
以

下
4
名

体
制

で
営

業
活
動

を
や

っ
て

お
り
ま
す

。

現
在

は
、
顧
客

の
時

代
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
の
時

代
と
な

り
、

中
間
業
者

と
し
て

の
卸

小
売
業

者
に

対
す

る
顧
客

の
期

待
は
、

大
き

く
変

化
し
て

い
ま
す

。
顧

客
は

自
分

で
商

品
を
選

択
で

き
る
時

代
に

な
っ
た

と
同
時

に
、

選
択

に
つ

い
て

の
自
己

責
任

が
要

求
さ
れ

る
こ

と
に
な

り
ま

し
た
。

世
の

中
に
情

報
が
溢

れ
る
時

代
と
な

り
、

あ
ふ
れ

る
情
報

の
中
か

ら
本

当
に
価

値
の
あ

る
情

報
は
何

か
を
、

顧
客

が

的
確

に
選

択
す

る
の
が

難
し
い

と
い

う
皮

肉
な
結

果
と
な

っ
て

い
ま
す
。

今
顧
客

が
我

々
に
求

め
て

い

V
	

る
も
の
は
、
自
分

に
代

わ
っ
て

、
本

当
に
よ

い
自
分

の
ニ
ー

ズ
に
マ

ッ
チ

し
た
商
品

を
探

し
て

く
れ

る
、

そ
の

よ
う
な
機

能
で
す

。
保

険
の

プ
ロ

と
し
て

、
我

々
が

お
客

様
に
望

ん
で

い
る

こ
と

も
同
様

で
す
。

中
抜

き
で

は
な

く
、
情

報
の
流
れ

の
仲
介

者
で

あ
り
、

新
仲

立
と

し
て

の
新

し
い
価

値
創

造
を

も
た

ら

す
中
間

業
者

と
し
て
、
我

々
1
保
険

代
理

店
」

が
求

め
ら
れ

て
い

ま
す
。

私
ど
も
代
理

店
は
お
客

様
の

一
生

に
わ

た
る

ラ
イ

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

し
て

の
役
割

を
し
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す

。 「
保
険

を
コ
ア

に
据

え
た

ラ
イ

フ
ア

ド
バ
イ
ザ

ー
と

し
て

、
お

客
様

が
望

む
安

心
の
あ

る
充
実

し
た

人
生

と
事

業
の
水

続
的

な
発

展
の
お

手
伝

い
を
す

る
。
」

こ
れ

が
私

ど
も
保

険
代
理

店
の
業
務

で
す
。

本
日
は
、
皆

様
の
た

め
に
な

っ
た
か

ど
う
か

わ
か

り
ま
せ

ん
が

、	
こ
の

よ
う
な
場

で
発
表

さ
せ

て
い

た
だ

き
、
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
も

し
、
保
険

等
の
事

で
分

か
ら
な

い
こ
と
が

あ
り
ま

し
た

ら
、

い
つ

で
も
御

相
談

下
さ
い
。

本
日

|
よ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



(
1
9
6
)

2
0
0
2
～

2
0
0
3
〈

第
1
9
2
0
回

例
会

〉
第

4
3
号

5
月

2
8
日

の
記

録

◎
司
	
	

会
	
小
笠
原
	
孝

会
長
	
	
	
	

◎
斉
	
	
1
目

	
:
子
え等

の
生
業

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
吉

川
孝

臣
君
、
函
館

五
稜
郭
R
.
C
.
田

嶋
英

人
君
、

函
館
亀

田
R
.
C
.
安

達
智
紀

君

◎
会

長
報

告
	

小
笠

原
	

孝
会

長

O
マ

ル
チ

プ
ル
・

ポ
ー

ル
・

ハ
リ
ス

フ
ェ

ロ
ー

の
ビ

ン
が

小
笠

原
会

員
へ

届
い
て

お
り
ま
す
。
(
こ
れ

は
	
v

8
,
0
0
0
ド

ル
の
寄

附
に
対

す
る

も
の
で
す
。
)
ロ

ー
タ

リ
ー
財

団
副

委
員
長

の
山
下

(
清
)
会

員
よ

ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。

O
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
案

内
が
届

い
て
お

り
ま
す
。

1
大
人

は
子

ど
も
達

の
た

め
に
何

が
出
来

る
か
」
を

テ
ー

マ
に

6
月

2
1
日

洞
爺
湖

温
泉

で
開
催

さ
れ

ま
す
。

参
加

ご
希
望

の
会

員
は
事

務
局

ま
で
。

◎
委
員
会
報
告

●
親
睦
活
動
委
員
会
	
増
I
I
I
	
	
止

委
員
長

6
月

1
8
日

は
夜
間
例
会

に
な

り
ま
す
。

多
数

の
会
員
の
出
席
お
願

い
し
ま
す
。

●
会
長
エ

レ
ク

ト
報
告
	
北
村
	
祐
治

会
員

来
年
度
は
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
間
が
早

い
の
で
事
業
計
画

を
6
月

3
日

ま
で

に
提

出
願

い
ま
す
。

◎
幹
事
報
告
	
増

‖
	
定
雄

幹
事

O
ロ

ー
タ

リ
ー

レ
ー

ト
が

6
月

1
日

か
ら

1
ド

ル
1
1
6
円

に
変
更

に
な

り
ま
す
。

O
ロ

ー
タ

リ
ー

ワ
ー
ル

ド
が
届

き
ま

し
た
の
で
回
覧

い
た

し
ま
す
。

o
2
0
0
3
-
2
0
0
4
の

手
帳
が
屈

い
て
お

り
ま
す
。
部
数

に
限

り
が
あ

り
ま
す

の
で
欲

し
い
方

は
幹
事

ま
で

お
願

い
し
ま
す
。

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
渡

部
	
二
康

委
員

ニ
コ
ニ

コ
B
O
X
投

入
報
告

小
笠
原
会
長
…
…
3
0
X
に

協
力
。

増
出
	
幹
事

…
…
	
	

〃

増
1
1
1
	
会
員
…
…
崎
野

さ
ん
、
卓
話
頑
張

っ
て
下

さ
い
。

西
尾
	
会
員
…
…
3
0
X
に

協
力
。

円
畑

渡
部

紫
前ハハロ

■Ａハ

ヽ
′

(
2
0
1
)

「
地

区
日
標
	

年
一

人
当

た
り

5
0
ド

ル
×

5
0
人

=
2
5
0
0
ド

ル
×

1
2
o
F
1
	
3
0
0
,
0
0
0
円

(
年
間

目
標

)
」

2
年

間
分

で
6
0
0
,
0
0
o
円

で
す

。

会
員

負
担

(
6
0
0
0
円

×
5
0
名

×
2
年

間
)

メ
ン
バ

ー
よ

り
は
.
関

西
国

際
大

会
支

援
金

の
徴

収
終

了
後

、
年

間
6
0
0
0
円

を
2
年

間
割

り
当
て

し
.
地

区
[
]
標

の
‐人

1
0
0
ド

ル
を
達

成
す

る
。
4
0
周

年
式

典
で

ガ
バ

ナ
ー

に
贈

呈
す

る
。
」
(
*
本

来
の

日
標

は
、

一
人

当
た

り
1
5
0
ド

ル
の

要
請

が
、
R
I
よ

り
あ

る
*
)

・
な
ぜ
、
募
金
な
の
か

?
現

在
、
ポ

リ
オ
は
、
世
界
の

一
部
=
ア

フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の

一
部

に
残

っ
て

お
り
、	

こ
の
ま
ま
放
置
す

る
と
、
再
流
行

の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
最
後

の
ト
ド
メ
の
た
め
、
完
全
撲

滅
の
た
め
、
再
度
終

F
宣

言
に

も
か
か
わ

ら
ず

提
案

さ
れ

た
。
"

日
本

は
“豊

か
|
こ
な

っ
た
"
と

の
前

提
の

も
と
、
W
e
	
d
o
	
l
e
n
d
	
h
a
n
d
s
I

今
、

国
際
奉

仕
(
W
O
S
)
の

活
動

が
必
要

。

◎
2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度
	
第

3
回

理
事
会

(
5
月

2
8
日

)

議
	
事
	
録

1
.
名

誉
会

員
に
つ

い
て

平
野
義
勝
氏

の
継
続

と
、
新

た
に
飯

田
貢
―
氏

を
名
誉

と
す

る
こ
と
を
承
認
す

る
。

2
.
2
0
0
3
-
2
0
0
4
年

度
予
定
表

に
つ

い
て

原
案
通

り
承
認
す

る
。

尚
自
主
体

会
は

8
/
1
3
.
1
2
/
3
1
.
5
/
2
6
他

1
回

と
す

る
。

3
.
2
0
0
3
-
2
0
0
4
年

度
予
算
案

に
つ
い
て

原
案
通

り
承
認
す

る
。

よ
っ
て
一
年

間
に
納
入
す

る
金
額

は
下
記
の
通

り
に
な

り
ま
す
。

年
	
会
	
費
	
	
	
	
1
8
0
.
0
0
0

ポ
	
1
リ
	

オ
	
	
	
	
	
6
,
0
0
0
(
5
0
0
X
1
2
ケ

月
3
年

間
)

財
団
・
米
山
B
O
X
	
1
2
,
0
0
0
(
5
0
0
+
5
0
0
)
×

1
2
ケ

月

ガ
バ
ナ
ー

月
信
	
	
	
	
1
,
2
0
0
(
1
0
0
×

1
2
ケ

月
)

4
0
周

年
積
立

金
	
	
	
2
0
,
0
0
0

4
0
周

年
登
録
料
	
	
	
1
5
,
0
0
0

4
.
誕

生
祝
・
結
婚

祝
	
祝

い
品

に
つ

い
て

誕
生
祝

は
ポ
ー
ル
ベ

ン
セ

ッ
ト
、
結
婚

祝
は
従

前
通

り
と
す

る
。	

…
…
…
承
認

5
.
ゲ

ス
ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
対
す

る
謝
礼

に
つ

い
て

謝
礼
は

5
,
0
0
0
円

の
商
品
券

と
し
、
別

に
交
通

費
と
し
て
現

金
2
,
0
0
0
円

を
講
師

に
お
渡

し
す

V

V

員員員昌只

＾〓△〓△ムΛテハ

″

…
■
0
周

年
記

念
誌

、
早

く
か

い
て

下
さ
い
。

…
…
B
O
X
に

協
力

.

ヒ打椙円

＝仏 山「
'
"
'
ノ
ースアイ

ラ ンダ ース最後 の練習 です。全員参
l
l
し
て下
さ い。

,
・
,
北
海 道観光振興功労表

:
′ き

l
l
ま
した。

・
'
“
'
'
3
0
X
I
〔
協力 。

る ことを承認 す る。
日日ロハ

△ム

口日パ

△ム

ロ
ー



一ＥＥＥ慶

(
2
0
0
)

◆
4
0
周

年
記

念
実

行
委

員
会

報
告
	
	

中
野
	
	

亮
実
行

委
員
長

さ
あ

、
行

動
し
よ

う
…

ロ
ー
タ

リ
ー
の

夢
を

'
.
′b
を

こ
め

て
'
'
実

現
す

る
た
め

1

(
L
e
t
'
s
	
t
a
k
e
	
a
	
a
c
t
i
o
n
	
w
i
t
h
	
h
e
a
n
f
u
l
	
c
a
r
e
s
―

,
o
r
	
o
u
r
	
R
o
t
a
l
γ
	
D
r
e
a
m
:
)

*
友

人
の

言
動

|
こ
好

意
を
示

し
、

友
人

の
成

長
を
願

っ
て

…

(
R
.
|
)
手

を
貸

し
ま

し
よ
う
	
一
	
(
C
L
U
B
)
Y
E
S
.
I
D
O
!

…
そ

し
て
、 ・

感
謝

の
心
"
を

得
よ

う
|

2
0
0
3
年

-
0
4
年

函
館

北
ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
4
0
周

年
記

念
事
業

(
案

)
が

2
0
0
3
年

5
月

2
8
日

ハ
ー

バ
ー

ビ
ュ
ー

・
ホ

テ
ル

で
開
催

さ
れ

た
4
0
周

年
実

行
委

員
会

で
正

式
に
承

認
さ
れ

ま
し
た

。

1
.
地

域
社

会
に
創

立
4
0
周

年
記
念

事
業

と
し
て
、

感
謝

の
奉

仕
を

し
よ

う

函
館

市
役
所

に
記
念

事
業

と
し
て
、
交
通

安
全

活
動

車
(
1
,
5
0
0
c
c
)

港
祭

り
の
先
導

カ
ー

に
も
な

る
.

「
函
館

北
ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
」

の
名

前
入

り
(
‐
台

1
.
5
0
0
.
0
0
0
円

相
当

)
を

贈
る
。

ワ
ゴ

ン
車

・
年

間
出
動

回
数
1
7
8
回

2
.
国

際
奉

仕
活

動
の

“芽
'
'
を

育
て
よ

う
!
	
l
n
t
m
a
i
O
n
a
l
	
c
o
‐

o
p
e
r
a
l
o
r
l
	
f
o
r
	
t
h
e
	
W
o
H
d

I
い

ま
、
他

国
で

は
一

万
円
の
奉

仕
の
価

値
が

十
倍

・
二

十
倍

に
高

め
ら
れ

ま
す

グ
ロ
ー

バ
ル

な
関

心
・

奉
仕

が
奉
仕

の
価

値
を
た

か
め

ま
す

|
|

“B
y
	
o
u
r
	
R
o
t
a
r
y
	
S
e
r
v
i
c
e
s
,
	
t
h
o
	
v
a
l
u
o
	
o
f
	
1
0
,
0
0
0
	
y
e
n
	
i
n
c
r
e
a
s
e
s

1
0
-
f
o
l
d
	
a
n
d
	
2
0
-
f
o
l
d
	
i
n
	
t
h
e
	
(
)
t
h
e
r
	
c
o
u
n
t
r
i
e
s
'
'

*
記

念
事

業
	

イ
ン

ド
ネ

シ
ア
・
3
4
0
0
地

区
	

ジ
ョ
グ

ジ
ャ
カ
ル

タ
・

タ
マ

ン
サ

リ
ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
プ

を
通

じ
て

、
貧

困
地

域
の

“小
学
校

の
図
書
館

'
.
支

援
の

た
め
、

3
0
0
,
0
0
0
円

相
当
の
物

品
を
寄

贈

2
5
1
0
地

区
の

“地
区
補
助

金
2
0
0
,
0
0
0
円

の
補
助

金
'
'
を

加
え

て
、

「
総

額
5
0
0
,
0
0
0
円

の
」

人
道

的
国

際
奉

仕
事
業

1
改
装
・

本
棚

・
机

・
椅
子

他
・

図
書

1
5
0
0
冊

を
予
定
」

〈
地

区
の
方
針

の
一

つ
に

も
、
「
海
外

に
双
子

ク
ラ
ブ

を
作

り
、
海

外
の
地

域
社

会
に
恩

恵
を
与

え
、

友
情

促
進
・

異
文

化
理

解
を
深

め
、

国
際
支

援
を

し
て

ぐ
だ

さ
い
。
」

と
あ

る
〉

特
に
、

ア
ジ
ア
地

域
に

“手
を
"
差

し
伸

べ
ま

し
ょ

う
と
の
提
唱

に
応

じ
る
。
(
Y
e
s
,
	
I
	
D
o
l
)

3
.
全

国
要
靖
「

P
o
l
i
o
(
小

児
麻
痺

)
P
l
u
s
支

援
の
た
め

2
5
1
0
地

区
(
4
0
周

年
記
念
式
典

|
こ
て
ガ
バ
ナ

ー
)
を

通
じ
て

金
6
0
0
,
0
0
0
円

を
贈
呈
す
る
。

(
記念

事
業
よ
り

!
0
0
,
0
0
1
円
支
出
予
定

)

(
1
9
7
)

◎
新

入
金

員
卓
話
	
	

崎
野
	

浩
志

会
員

こ
ん

に
ち

は
。	
4
月

に
入

会
し
ま

し
た
崎

野
と
中

し
ま
す

。
4
月

に
入

会
し
、
今

月
皆

様
の
前
で

卓

話
.
し

か
も

こ
の

よ
う
な

こ
と
は
.
今

ま
で
経
験

し
た
事

が
な

い
の
で
、
と
て

も
緊
張

し
て

い
ま
す

が
.

宣
し

く
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

本
国
は
.
諸

先
輩

方
の

前
で
.
何

を
話
そ

う
か

色
々
考

え
.
考

え
た
結

果
、
私

は
保

険
業

を
や

っ
て
お

り
ま
す

の
で
、

保
険

の
お
話

と
職

場
の
お

話
を

さ
せ

て
頂

き
た

い
と
思

い
ま
す
。

私
の
代

理
店

は
、

皆
様

も
一

度
は
耳

に
し
た

こ
と
が

あ
る

と
思

い
ま
す

が
、

東
京
海

上
火

災
保

険
株

式
会

社
、

東
京

海
上

あ
ん

し
ん

生
命

株
式

会
社

の
損

害
保

険
.
生

命
保

険
を
扱

っ
て

い
る
代

理
店

を

や
っ
て
お

り
ま
す
。

で
は
.
簡

単
に
東

京
海

上
火
災

保
険
、

東
京

海
1
1
あ
ん

し
ん

生
命

の
紹

介
を

さ
せ

て
頂

き
ま
す

。
東

Ψ
	

京
海

上
火

災
保

険
株

式
会
社

は
明

治
1
2
年

の
創
業

、
東
京

海
上

あ
ん

し
ん

生
命
株

式
会
社

は
平
成

8
年

8
月

、
東
京

海
:
1
火
災

保
険
株

式
会

社
の

金
額

出
資

に
よ

り
設
立

さ
れ

ま
し
た
。

常
に
、

お
客
様

に
信

頼
し
て
頂

け
る
企

業
で

あ
る

こ
と
を

日
指

し
て
、
不

断
の
努

力
を
続

け
て

ま
い

り
ま

し
た
。
今
、
金
融
・

保
険

業
界

は
加
速

化
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル
化

や
情

報
通
技

術
の
飛
躍

的
な
発

達
、

l
i
l
内
金

融
・

保
険

市
場

に
お

け
る

自
由
化
・

規
制
緩
和

の
一
層

の
進

展
と
業

界
再
編

な
ど
の
影

響
に
よ

り
、

事
業
環

境
は

大
き

く
変

化
し
、

競
争

も
一
段

と
激

し
く
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
の

よ
う
な
環

境
の

中
で
東

京
海

上
保
険

、
東

京
海

L
あ

ん
し
ん
生
命

は
「
お
客

様
の
信
頼

を
あ

ら
ゆ

る
事

業
活

動
の
原

点
に
置

く
|
と

の
経

営
理

念

1
こ
来

づ
き
、
豊

か
で
快

適
な
社

会
生
活

と
経

済
の
発

展
に
保

険
本

業
の
徹

底
的

な
強

化
を
通

じ
、 「

安
心

と
安

全
」

を
ご
提

供
す

る
こ
と
に

よ
り
、

等
か

で
快

適
な
社

会
生
活

と
経

済
の
発
展

に
貢
献

し
て
お

り

ま
す

.

経
営

者
や

従
業

員
の
在

職
中

の
生
活

保
障

や
、
定

年
後

の
生
活
保

障
な

ど
多
種

多
様

の
ニ

ー
ズ
が
存

在
し
て

お
り
ま
す

。
一
般

に
企

業
経

営
者

に
は
、

人
と
物

と
金

が
必

要
と

言
わ

れ
て

い
ま
す

が
、

そ
の

中
で
最

も
重

要
な

の
は

人
で

あ
る

と
言

わ
れ

て
ま
す
。

企
業

は
.
従

業
員
お

よ
び
経

営
者

が
安
心

し
て

′`
	

働
け

る
た

め
の
労
働

条
件

を
備

え
る

こ
と
が
必

要
で
す

。
こ
の

よ
う
な
労

働
条
件

の
必

要
な
要

素
と
な

る
も
の

が
、

企
業

の
福

利
厚

生
制
度

だ
と
言

え
ま
す

。

企
業

と
し
て

は
、

従
業

員
と
そ

の
家

族
の

生
活

の
安

定
・

維
持

と
更

な
る
向

1
1
を
考

え
て
行

く
必

要

が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば

、
在
職

中
に
万
一

の
こ
と
が

あ
っ
た
場

合
に
、

残
さ
れ

た
家
族

の
生
活
保

障
を

ど
う
す

る
か
や
.
企

業
の
発

展
に
貢
献

し
た
定

年
退

職
者

の
老
後

の
生
活

を
安

定
さ
せ

る
た

め
に
は

ど

う
す

る
か

な
ど
、

さ
ま

ざ
ま
な
ニ

ー
ズ
が

あ
り
、
そ

の
た

め
の
福

利
厚

生
制
度

の
充

実
は
、

企
業

と
し

て
取

り
組

む
大

き
な
問

題
で
す
。

ま
た
.
高

齢
社

会
を
迎

え
.
従

業
員
は
、

老
後

生
活

に
対
す

る
不
安

と
老

後
生
活

資
金

の
確

保
に
つ

い
て

関
心

を
増

大
さ
せ

て
お

り
、

企
業

は
従

業
員

の
1
自

ら
の
生
活

は

自
ら
が
守

る
」

と
い

う
自
負

努
力

を
支
援

し
、

従
業

員
の
積

極
的

な
取

り
組

み
を
助

成
し
よ

う
と
い

う

VV

傾
向
も
強
め
て
い
ま
す
。
従
業
員
に
対
す
る
保
険
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
聞
い

て
下
さ
い
。

企
業
に
とっ てか

け が
え のな

い経
営
者
の生活

保
障
を図

り 、企
業
の成長

発
展
のた

め
に役

立

■
■

■
■


